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福岡市市乳の組成に關す る研究。〔第II報 〕

季節に由る固形物、無脂肪固形物

及び灰分百分率の変化 並に固形物

と脂肪及び灰分 との關係に就いて

西 山 晴 壽

(昭和十一年六月二十日受理)

1緒 言

著者は襲に福岡 市々乳の組成に 關する研究(第1報)と して 同市々乳の 季節に由る脂肪百

分率の変化 に就いての成績を九大農學部學藝雑誌(1)に発表 した。

著者は数に前調査の後を うけτ再び同市 々乳の組成 として固形物,無 脂肪固形物及び灰分百

分率に就いて調査を行つた 。而して今 その成績を第II報 として数に報告する次第である。

II調 査 の 目 的 及 び 方 法

1.調 査の目的 福岡市々乳の固形物,無 脂肪固形物 及び灰分百分傘を検定 し,こ れ等3

成分の1ヶ年 間を通じて見た る(1)季 節的変化,(II)固 形物 と脂肪及び灰分 との關係に就い

て検討 せん とするのである。

2.調 査期間 昭和10年3月 より昭和11年2月 に至 る1ヶ 年間。

3・ 供試牛乳 供試牛乳の化學 的組成殊に固形 物,無 脂肪固形物及び灰分含有量の検定に対

し最 も正確を期せんには乳牛の種類,飼 料,泌 乳期,搾 乳o)時間,乳 牛の年齢及び疾病等の諸

條項に就いて注意を彿ふべきであるが,数 に報告せん とするものは襲に発表せ る報告(第1報)

(1)に 供用せ.しもの と全 く同一のもの自Pち福岡市内及び市 外に存在する圭なると ルクプ ラン

ト某所より早朝配達せしめた所の1合 壕詰滅菌全乳(朝 乳)1本 宛を出來る丈け早 く實験室

に運び 直に實験に供 した0)で ある。

尚 これ等3種 の供試牛乳は便宜上訳の如き符號を以τ これを表示する。

第1號 乳 低温滅菌乳。



第2號 乳 この牛乳は昭和10年6月6日 より從來の 高温滅菌乳を慶して 低温滅菌

乳 εして一般に供給して居る。

第3號 乳 低温滅菌乳。

4.定 量 法

A.固 形 物 供試牛乳5c・c・を豫め20瓦 の細砂 と硝子棒 とを入れた重量既知の蒸発

皿に静かに数布して牛乳を細砂に吸収せ しめ精密にこれを秤量 した後;水浴上に熱 して 水分の

大部分を除きたる後100。Cに て5時 間乾燥,秤 量 し前後重量の差は即ち水分である。而して

10)よ り水分百分率を差引いた残 りが固形物百分傘を示すのである。

B.無 脂肪固形物100よ り脂肪百分率を差引いてこれを求めk(但 し脂肪は

法によつてこれを定量した)。

C.灰 分 供試牛乳10瓦 を秤量し常法によりこれを定量した。

GERBER

III試 験 成 績

前記 の方法に從 つて試験 し得 た昭和10年3月 よ り昭和11年2月 に至 る1ヶ年 間に於 け

る各供試牛乳の固形物百分率4まその多少に從 ひ これを假 りに10・03～11・00%の もの,11・01～

12.00%の もの,12・01～13.00%の もの都合3階 級に分 ち,無 脂肪 固形 物百分率 もその多少 に

從 ひ これを假 りに7.43～8.00%の もの,8・01～9.00%の もの 都合2階 級に分 ち灰分百分傘 も

亦 その多少 に從 ひこれを假 りに0・64～0・70%の もの,0・71～0・80%の もの都合2階 級に分て

り。 今 これ等3成 分 の各階級 に対す る各供試牛乳及 び最高,最 低 並に平均 百分傘を示 せば第

1表 の如 くであ る。

第1表
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この表に示す如 く固形物百分率は10.03～11.OO%の ものは第2號 乳最 も少 く第1號 乳に

最 も多 く11.01～12・oo%の ものは第1號 乳,第2號 乳及び第3號 乳相類似 してその大多

数を占めて居る。両12.01～13.00%の ものは第2號 乳に於て最 も多きを示して居る。 次に

無脂肪固形物百分傘に就いて見るに7.43～8.00%の ものは第2號 乳及び第3號 乳相類似 し

て少 く又8.01～9・00%の ものは第2號 乳及び第3號 乳共に殆ん♂その全 部を占むるを見る

が第1號 乳は7.43～8.00%の もの及び8.Ol～9.00%の ものはその数約相牛するのを見 るの

である。次に灰分百分率に就いて見るに第2號 乳及び第3號 乳共に0.71～0.80%の もの大部

分を占めて居るが第1號 乳はこれに反し0.64～0.70%の もの大多数 を占めて居るのである。

IV季 節 に 由 る 固 形 物,無 脂 肪 固

形 物 及 び 茨 分百分率 の変化

今第1表 より各供試牛乳に対す る固形物,無 脂肪固形物及び灰分百分率 を月別に摘記 して

季節に由るこれ等3成 分の変化 を示せば第2表 の如 くである。

第2表

第1號 孚し 「第2号虎孚し 第3號 孚し
一 一 、 一
彫 物 憲鴇 灰 分 固形物 蕎鞠 灰 分 固拗 笛薙霧 灰 分



この表により各供試牛乳の固形物,無 脂肪固形物及び灰分百分率 の1ク 年 の総平均 を検す

るに固形物百分率 にあつては第2號 乳の11.66%を 最高 とし第3號 乳0)11.61%こ れに次

ぎ第1號 乳の11.14%を 最低 とす る。而して無脂肪固形物百分率 は第3號 乳の8・41%を 最

高 とし第2號 乳の8.34%こ れに次ぎ第1號 乳の8.oo%を 最低とする。更に灰分百分傘に

就いて見るに第2號 乳(o・73%)を 最高とし第3號 乳(o・72%)こ れに次ぎ第1號 乳(o・69

%)を 最低 とする。

而して今 これ等3成 分を春,夏,秋,冬 の四季に分ちてその変化 を見 るに第3表 に示すが如

くである、、

第3表

第 ∬號 乳 第2號 乳 第3號 乳へ 　 　
固形物 鶴鞠 灰 分 固形物 蕎鞠 灰 分 固形物 蕎鞠 灰 分

春 期(3月 ～5月)

夏 期(6月 ～8月)

秋 期(9月 一vli月)

冬期(12月 ～2月)

この表を検するに先づ固形物百分率 に就いて見るに第1號 乳は夏期に於て最低を示しそれ

より漸次増加 して春期に至つて最高 となつた。第2號 乳は第1號 乳と同襟に夏期に於て最低

を示 しそれより漸次増加 して冬期に於て最高εな りそれより再び減少の傾向を示して居る。

而して第3號 乳は春期に最低を示しそれより漸次増加 し冬期に於て最高を示して屠る。 次に



無脂肪固形百分率 に就いて見 るに第1號 は秋期に最低を示しそれより漸次増蓬して春期に最

高となりそれより再び漸減を示して居る。第2號 乳はその変化第1號 乳の如 く著しか らずし

て 秋期に最低を示 し冬期に最高 とな りそれより漸次減少を呈し春期及び夏期に於ては別に鐙

化なきを認めfc。 第3號 乳たあつては前者 と同様に冬期に最高Sな りそれよの漸減 の傾向を

示し夏期に於て最低 εな りそれより再び漸訳増加を示して居る。訳に灰分百分傘に就いて見る

に四季を通じての変化 極めて少 く第1號 乳,第2號 乳及び第3號 乳共に冬期に於て最高 とな

りそれより3者 何れ も僅かに減少を呈し第1號 乳は春期より秋期に亘つて変化 な く,第2號

乳及び第3號 乳共に春期に最低 とな りそれより漸次増加を示 して居 る。

V考 察

牛乳の組成分たる固形物,無 脂肪固形物及び灰分は脂肪 と同様に季節に由 り影響を受 くるも

のなることは周知の事實であるが(2)は多数 の牛乳に就いて分析して

得た平均 結果より牛乳の固形物は脂肪 と共に晩春 及び初夏に於て最低を示 して居るがこの現

象は乳牛飼養家が春期の候に乳牛の多数を放牧 して 青草の繁茂する時期に 多量の乳汁を生産

せしめん とするに原因するものであるといへ り。(3)は 牛乳の無脂肪固形物は

が季節 と牛乳の脂肪百分傘 との關係に就いて調査 した結果 と同様の關係即ち6月 及び7月 に

於て最低を示し12月 及び1月 に於て最高 とな りそれより再び盛夏に至 る迄低減を示す こと

を認めた。(4)は6ヶ 年間に亘 り純度の知 られた600～700の 牛乳(各 種乳牛産の

もの及び)に 就いて分析 した結果 を発表 して居る。而して今薙に に対

する固形物,無 脂肪固形物,灰 分のみに対す る結果を摘記するときは第4衷 の如 くである。

 LYTHGOE

Herd milk

KELLY and KLEMENT

WHITE ECKLES

Herd milk



第4表

固 形 物 含 有 量 供 試 乳 の 数 無 脂 肪 固 形 物 含 有 量 供 試 乳 の 数 灰 分 含 有 量

16・oo～17.17%-10・oo～I065%一 最 高%o・79

15.oo～16.oo%-9.oo・ ・vio・oo%17最 低%o・65

14・∞ ～15・oo%88・oo～9・oo% ,2gzF均%o・74

13.oe・-14.oo%87・so・v&oo%1}

12.oo～13・oo%27最 高%9・48

1Loo～12.oo%4最 低%7・63

10.20～II.oo%-zF均%&76

最 高%14・57

最 低%1L56

平均 %夏2・79

この表 に よれ ば固形物百分率 は12.00～13.00%の もの最 も多数 を 占めその最高は14・57%・

最 低11.56%平均12.79%を 示 して居 るが 我福岡 市 々乳3種 は前 既に示 した るが如 く何 れ

も11.01～12.00%の もの最 も多数 な 占め その1ヶ年 の 総平均 に於 て11・61～11・14%を 爪

しその差稽 著 しきものが ある。又無脂肪固形物百分傘は8・00～9・00%の もの最 も多数 を占む

るが我福岡 市 々乳3種 にあつて も同様多数 を 占めて居 る状態は同一であ る。而 して これ が最 高

9.48%最 低7.63%平均8・76%を 示 して居 るが我福岡 市 々乳3種 は1ヶ年 の総平均 に於

て8.41～8.00%を 示 し著 しき相異を認 めない。次に灰分百分傘 に就いて 見るに最高0・79%

最 低0.65%4`均O.74%を 示 して居 るが我福 岡市々乳3種 の1ヶ年 の総平均 に於て0・73～

0.69%を 示 しこれ 亦著 しき相 異を認 めないのであ る。両 同氏は この研究 に於て

が季節に由 る牛乳組成分の変化 に就 いて発表 して居 るが数 には固形物,無 脂肪固形物,灰 分及

び固形物100分 中 の脂肪 のみに対す る結果 を摘 記す る ときは第5表 の如 くで ある。

Herd milk

第5表

固 形 物 無 脂 肪 固 形 物 灰 分 固 形物100分 中 の脂 肪

春 期(3月 ～5月)12・878・740・7332・2

夏 期(6月Av8月)12・398・660・753()・1



秋 期(9月 ～11月)12・858・glo・7430・7

冬 期(12月 ～2月)13・239・030・7631・7

この表によれば固形物,無 脂肪固形物及び固形物中の脂肪は夏期に最低(但 し灰分は春期)

とな り冬期に於て各成分何れ も皆最高を示 して居 る。 而して今本表を第3表即ち福岡 市々乳

に於 ける固形物,無 脂肪固形物及び灰分の春,夏,秋,冬 による慶化 とを比較するに多少o)例

外あるも大体に於て相類似するを見 るのである。(5)は5ヶ年 間に亘つて4く均600

頭の乳牛を有する一牧場より得た午後の搾乳につき分析 した結果を発表 して原}る。 侮同氏は

の實験結果を も併せて発表 して居るが,今茲 に固形物,無 脂肪固形物及び灰分のみ

に対す る 及び の實験結果(但 し灰分に対す る の結果を飲 ぐ)

を摘記するときは第6表 の如 くである。

 RICHM0NI

SHERMAN RICIIMDND

SHERMAN

RICHMONI)

第6表

SHERMANの 結果RICI{MONDの 結果

固 形 物 無脂肪固形物 灰 分 固 形 物 無脂肪固形物 灰 分

この表に示すが如 く の結果は固形物及び無脂肪固形物百分率は共に7月 に於て

最低を12月 に於て最高を示して居る。 叉 の結果は固形物 及び無脂肪固形物百分

SHERMAN

RICHMOND



牽は共に7月 に於て 最低を示すこと の結果 と同様であるが最高は固形物は11月

無脂肪固形物は1月 に於てそれぞれ これを示 して屠る。而して灰分百分傘は12月 ～2月 に

於て最高を示 し4月 ～5月 及び7月 ～9月 に於て最低を示して居る(0)結 果)。

然るに今著者の實験成績 第2表 より各供試牛乳に対す る固形物,無 脂肪固形物 及び灰分百

分率の最高,最 低を示せる月を摘記するときは第7表 の如 くである。

SHERMAN

SHERMAN

第7表

第1号 虎 孚し 第2號 孚し 第3號 孚し

最 高 最 剣 最 高 最 倒 最 高 最 低

こo)表によるときは福岡 市々乳の固形物百分率 は第1號 乳は3月,第2號 乳は12月,第

3號 乳は2月 に於てそれぞれ最高を示して居るが最低は第1號 乳は9月,第2號 乳及び第

3號 乳共に5月 に於て これを示 し 及び の結果 とは稽 その趣を異にする

を見る。 次に無脂肪固形物百分率に就いて見るに 第1號 乳は3月,第2號 乳は1月,第3

號乳は2月 に於てそれぞれ最高を示し最低は第1號 乳は9月,第2號 乳は5月,第3號 乳

は8月 に於てそれぞれこれを示し概 して前記固形物の変化 に類似するを見る。次に灰分百分

傘に就いて検するに第1號 乳は12月,第2號 乳及び第3號 乳は共に12月 ～2月 に於て

それぞれ最高を示し最低は 第1號 乳は4月,7月 ～8月,第2號 乳は4月,第3號 乳は4

月～5月 に於てそれぞれ これを示 し の結果に略ぼ類似するを見る。

 SHERMAN

SHERMAN

RICHMOND

VI牛 乳 固形物tそ の組 成分 との關係

今牛乳固形物 とその組成分 との關係即ち(1)固 形物 と脂肪 との關係,(II)固 形物 と灰分 との

關係を知 らんがため各供試牛乳に対す る固形物百分率,固 形物中の脂肪 及び 灰分百分率を季

節 とは無關係に1ヶ年 間を通じて試験 し得た結果を表示するときは第8表 の如 くである。



第8表

第1號.乳,

固渤 騨惣翻 雰醐鑑

第2號 乳
一1.

固形物 雰囎 齢 騨 毅雰

第3號 乳　 ノ　 　
彫物騨霧勝 醐溜

10.03 25.9 6.4 10.83  24.7 6.6 ro.16 24.6 6.5 

10.50 26.1 6.5 10.96 26.5 6.4 10.71 22.4 6.3 

10.5o 25.7 6.4 11.05 29.2 6.4 10.83 24.0 6.6 

10.52 32.5 6.7 1t.18 25.6 6.5 r1•oi 24.0 6.4 

io.6o 25.1 6.4 11.21 30.0 6.2 I1.05 23.5 6.2 

1o.61 26.4 6.4r1.25 23.9 6.3 11.09 26.1 6.3 

ro.62 28.o 6.z 11.27 24.9 6.5 1 1.19 26.9 6.1 

10.64 27.9 6.4 11.29 27.5 6.4 11.21 26.9 6.4 

10.65 28.2 6.4 11.29 28.3 6.4 11.22 24.1 6.2 

. 10.65 26.3 6.4 11.29 28.2 6.311.25 26.6 6.4 

10.71 25.5 6.3 11.31 27.4 6.3 11.25 26.7 6.o 

10.72 26.0 6.3 11.32 29.5 6.5 11.25 25.8 6.2 

10.73 26.7 6.3 11.32 29.2 6.211.27 26.5 6.4 

10.77 28.1 6.2 11.37 28.1 6.3 11.27 24.8 6.5 

10.77 29.5 5.9 11.38 26.9 6.2 11.28 25.7 6.3 

10.78 28.2 6.5 11.41 24.5 6.4 11.3o 27.8 6.3 

t0.81 28.6 6.3 11.42 28.0 6.3 11.30 26.5 6.4 

10.83 27.7 6.3 11.43 29.56.A 11.31 24.8 6.1 

10.84 27.9 6.4 11.45 27.9 6.3 11.34 27.2 6.3 

1o.86 27.1 6.4 11.48 27.9 6.4 11.38 27.3 6.3 

1o.88 29.6 6.o 1r.50 28.7 6.4 11.39 27.1 6.2 

10.89 27,5 6.4 11.5o 28.1 6.2 11.4o 25.6 6.4 

10.92 28.2 6.3 11.51 28.7 6.3 11.41 26.3 6.3 

10.93 24.5 6.7 11.53 26.9 6.4 11.41 25.2 6.3 

10.94 28.2 6.411.54 28.0 6.411.42• 27.9 6.3 

10.94 28.2 6.3 .11.54 28.3 6.2 11.45 26.2 5.9 

10.98 29.8 6.211.54 27.7 6.5 11.46 26.2 6.2



10.99 27.3 6.311.54 27.1 6.711.47 27.8  6.2 

11.0I 28.8 6.311.55 27.7 6.z11.48 27.3 6.4 

I1.02 26.3 6.31I.56 27.8 6.411.49 28.4 6.z 

I1.03 28.9 6.311.56 28.5 6.3II.50 28.3 6.3 

11.05 29.4 6.o11.58 28.6 6.311.52 25.3 6.2 

1I.o6 32.6 6.111.58 28.0 6.2I1.S3 26.8 6.2 

11.08 30.0. 6.1I1.60 28.1 6.211.53 26.0 6.o 

11.09 27.1 6.1II.6o 27.6 6.o11.54 26.4 6.2 

II.09 27.7 6.311.60 27.1 6.111,54 25.7 6.5 

II.1I 25.6 6.61I.63 28.56.11I.57 27.1 6.4 

I1.12 27.8 6.311.63 28.1 6.111.58 28.4 6.1 

I1.13 27.7 6.4I1.63 27.3 5.911.58 28.0 6.3 

11.13 27.7 6.411.63 27.5 6.o11.59 30.2 5.9 

11r14 25.8 6.311.65 28.8 6.o11.6o 25.9 , 6.3 

11.15 27.6 6.511.67 27.0 6.5II.61 28.5 6.4 

11.15 30.5 6.oI1.67 27.7 6.4I1.61 26.6 6.o 

II.16 29.0 S.911.68 29.0 6.51I.61 28.0 6.o 

1I.17 26.8 6.211.68 28.2 6.411.64 26.9 6.o 

11.18 27.7 6.1II.68 28.0 6.311.66 28.3 6.4 

II.19 26.8 6.z11.68 29.9 6.411.66 27.6 6.o 

11.20 26.6 6.311.69 27.6 6.5I1.67 28.5 6.2 

11.20 28.3 6.311.69 28.1 6.o1I.70 28.7 6.2 

11.21 28.9 6.211.70 28.16.111.71 28.2 6.3 

I1.22 27.0 6.111.70 29.1 6.o11.71 28.2 6.3 

1I.22 27.3 6.311.70 27.6 6.211.71 29.8 6.o 

11.24 31.9 6.o11.70 29.0 6.111.74 28.4 6.4 

11.25 27.4 6.311.71 29.5 6.11I.74 29.0 6.1 

I1.26 26.6 6.z11.72 29.2 6.311.75 25.5 6.o 

11.26 26.6 6.211.72 27.9 6,411.75 27.2 6., 

11.27 29.4 6.o11.73 . 29.2 6.511.77 28.9 6.4 

11.28 27.4 6.21I.73 28.4 6.411.79 27.9 6.3



11.30 27.3  6.1I1.75 27.7 6.5II.79 27.7 6.4 

11.30 28.2 6.o11.75 29.6 6.o11.80 27.7 6.4 

11.33 27.2 6.41I.80 30.4 6.o11.82 30.8 6.3 

I1.33 29.0 6.211.81 28.1 6.o11.82 28.1 6.1 

11.35 28.7 6.211.83 29.4 6.411.84 29.3 6.2 

II.37 29.1 6.211.83 28.0 6.511.84 28.9 6.2 

11.37 29.6 6.o11.84 27.6 6.311.85 28.7 6.2 

11.40 27.0 6.111.84 25.8 6.311.85 29.7 6.1 

I1.41 30.6 6.o11.91 31.0 6.o11.89 28.5 6.2 

11.42 27.9 6.o 1I.91 29.4 5.711.90 29.2 6.o 

11.44 26.2 6.o11.93 29.8 6.311.91 28.5 6.3 

11.44 28.6 6.111.96 30.0 6.111.92 30.5 9.3 

11.46 27.7 5.811.96 28.3 6.411.92 29.6 5.9 

11.47 e6.3 6.411.97 29.7 6.o11.94 29.1 6.o 

11.53 z6.8 6.11I.98 30.6 5.911.96 25.1 6.o 

11.55 30.6 6.o12.00 29.5 6.o11.97 29.1 6.3 

11.55 30.5 6.112.01 30.8 6.312.00 27.4 6.3 

II.56 28.5 6.212.02 29.8 6.2I2.0I 28.8 6.2 

I1.58 24.9 5.712.02 28.9 6.312.02 29.1 6.2 

11.60 31.4 6.o12.02 29.8 6.312.04 29.0 6.3 

11.61 28.4 6.112.04 28.7 6.312.04 28.3 6.2 

11.68 32.4 6.112.05 30.5 6.112.07 28.9 6.1 

11.71 30.1 5.812.06 31.2 6.312.07 29.5 6.2 

I1.81 30.7 6.112.11 29.4 6.412.07 28.6 6.3 

11.84 30.5 6.212.15 30.9 6.312.12 28.1 6.3 

11.88 30.9 6.112.29 30.8 6.312.13 29.3 6.2 

11.95 3o.8 5.912.29 31.6 6.112.18 28.7 6.2 

12.05 30.7 6.112.39 30.5 5.912.20 29.3 5.9

12.28 28.5 6.o



本表を総括するこε次の如 くである。

1固 形 物 と脂 肪 と の 關 係

(5)の 研究によれば固形物中の脂肪百分傘は固形物量の減少に件つて減少するので.

ある。而して今著者の實験結果 第8表 を通覧するに各供試牛乳を通じ固形物 ε脂肪Sの 間に

は判然たる一定の關係を見出す ことは出來ないが大体に於て の結果 ミー致するを見

るのである。

 LYTTIGOE

LYTHGOE

2固 形 物 と 灰 分 と の 關 係

(5)の 研究によれば灰分百分傘はその変化 最も砂なく殆んど 恒量に近きものを示

し,固 形物中の灰分百分率 は固形物量の減少に反比 して増加するのである。而して今著・者の實

験結果第8表 を通覧するに各供試牛乳を通じ固形物i灰 分 との間には判然たる一定の關係を

見 出すこεは出來ないが大体 に於て の結果 と一致するを見るのである。

 LYTI IGOE

LITTIIGOE

VII摘 要

1.前 回の調査の後をうけて昭和10年3月 より昭和11年2月 に亘る1ヶ年 間に於ける

福岡市々乳(1合 曇詰滅菌全乳)(朝 乳)3種 の固形物,無 脂肪固形物及び灰分百分傘を検定

しこれ等3成 分の(1)季 節的変化,(II)固 形物S脂 肪及び灰分 との關係に就いて検討 せんS

するのである。

2.1ヶ年 間を通じ月別に見たる福岡市々乳の固形物百分傘は第1號 乳は3月,第2號 乳

は12月,第3號 乳は2月 に於てそれぞれ 最高を示 したが最低は市乳2種(第2號 乳 及び

第3號 乳)は5月 に於て他の1種(第1號 乳)は9月 に於てこれを示した。而して今これ

を春,夏,秋,冬 の四季に分 ちて見るときは 市乳2種(第1號 乳及び第2號 乳)は 夏期他の

1種(第3號 乳)は 春期に於て最低を示 し,最 高は市乳2種(第2號 乳及び第3號 乳)は 冬

期他の1種(第1號 乳)は 春期に於てこれを示して居る。

3.無 脂肪固形物百分率は第1號 乳は3月,第2號 乳は1月,第3號 乳は2月 に於てそ

れぞれ最高を示し,最 低は第1號 乳は9月,第2號 乳は5月,第3號 乳は8月 に於てそれ

ぞれ これを示 した。而して今これを四季別に検するに市乳2種(第1號 乳及び第2號 乳)は

秋期に於て最低(第3號 乳は夏期)を 示し,最 高は市乳2種(第2號 乳 及び第3號 乳)は



冬期に他の1種(第1號 乳)は 春期に於てこれを示すこと前記固形物百分傘の変化 に類似し

て居る。

4.灰 分百分率 は市乳2種(第2號 乳及び第3號 乳)は 共に12月,1月 及び2月 に於て

'他の1種(第1號 乳)は12月 及び6月 に於てそれぞれ最高を示 し
,最 低は第1號 乳は4

月,7月 及び8月,第2號 乳は4月,第3號 乳は4月 及び5月 に於てそれぞれ これを示 した。

今これを四季別に瞼するにその変化 極めて砂なく市乳3種 共に冬期に最高 とな り春期に於て

既に最低を示し市乳2種(第2號 乳及び第3號 乳)は それより僅かに 増加して居るが他の

1種(第1號 乳)は 春期 より秋期に亘つて変化 が無いのである。

5・ 固形物S脂 肪 との關係を見 るに 市乳3種 共に固形物中の脂肪百分率 は概して固形物の

減少に件つて減退する様である。

6.固 形物 と灰分 との關係を見るに市乳3種 共に固形物中の灰分百分率 は概 して固形物の'

減少に反比 して増加す る様である。

終 りに臨み濱田助教授 の御指導と満田教授 の御校閲を賜 りた り。茲に 謹みて感謝の意を表

す。
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ON THE COMPOSITION OF THE  FUFUOKA CITY MARKET MILK. (II). 

    (THE SEASONAL VARIATIONS OF THE PERCENTAGES OF 
     TOTAL SOLIDS, SOLIDS-NOT-FAT AND ASH, AND THE 

         RELATIONS BLTWEEN THE TOTAL SOLIDS 
           AND THE FAT, AND THE ASH IN MILK).*

(Resume) 

Harutoshi NISHIYAMA

    I. The writer had previously reported as to the seasonal variation of the 

percentage of fat in milk from the Fukuoka city market. This paper reports 
the results obtained in studying (I) the seasonal variations of the percentages 

of total solids, solids-not-fat and ash, and (II) the relationships between the total 

solids and the fat, and the ash in 3 samples of the morning's whole milk 

(pasteurized) from the Fukuoka city market over a period of one year from 
March, 1935 to February, 1936. 

    2. The record. of seasonal variation of the percentage of total solids for 

each month in 3 samples of milk from the Fukuoka city market shows that the 

highest average percentages of total solids are found in March, December and 

February by the samples No. 1, No. 2 and No. 3 respectively, and the lowest 
average percentages of total solids are found in September (No. 1) and May 

(No. 2 and No. 3). The percentage of total solids of 2 samples of the milk 
(No. I and No. 2) is lowest in the summer (the other sample (No. 3) reaching 
a minimum point in the spring) ; and the percentage of 2 samples of the milk 

(No. 2 and No. 3) is highest in the winter, but that of the other sample (No. i) 
is highest in the spring. 

   3. The record of seasonal variation of the percentage of solid-not-fat for 
each month in 3 samples of milk from the Fukuoka city market shows that the. 

highest average percentages of solids-not-fat are found in March, January and 

February and the minimum percentages in September, May and august in 

samples No. 1, No. 2 and No. 3 respectively. The percentage of solids-not-fat 

in 2 samples of the milk (No. 1 and No. 2) is lowest ' in the autumn (that of 
the other sample (No. 3) in the summer), and the percentage of 2 samples 

of the milk (No. 2 and No. 3) is highest in the winter, but that of the other 

sample (No. I) reaches a maximum in the spring, and these variations are



similar, in general, to that of the total solid. 

   4. The record of seasonal variation of the  percentage of ash for each 
month in 3 samples of milk from the Fukuoka city market shows that the 
highest average percentages of ash are found in December, January and 

February in 2 samples of the milk (No. 2 and NO. 3), while the other sample 

(No. I) is highest in December and June, and minimum percentages are reached 
in April, July and August ; April ; and April and May by the samples No. i, 

No. 2 and No. 3 respectively. The seasonal variation of the percentage of 

ash in 3 samples of the milk is very slight and the maximum percentage is 
reached in the winter. All samples have already reached a minimum percentage 

in the spring, and from then onward 2 samples of the milk (No. 2 and No. 3) 

show a gradual rise, but in the other sample (No. i) no variation was observed 

from the spring to the autumn. 

   5. Regarding the relationships between the total solids and the fat in 3 
samples of milk from the Fukuoka city market, it seems that, in general, the 

percentage of the in the solid decreases with the total solids. 
   6. Regarding the relationships between the total solids and the ash in 3 

samples of milk from the Fukuoka city market, it seems that, in general, the 

percentage of ash in the solids increases as the total solids diminish.


